
私
は
、
先
に
幾
編
か
の
論
文
を
發
表
し
、
從
來
、
全
く
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
佛
爲
心
王
菩
薩
説
頭
陀
經
』
（
し
ば
し
ば
『
心
王
經
』
、

あ
る
い
は
『
頭
陀
經
』
と
略
称
さ
れ
、
特
に
西
欧
で
は
ロ
冨
冒
‐
§
日
と
呼
ば
れ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
）
な
る
傭
郷
一
が
、
初
期
の
縄
宗
教
画
に
お
い

（
ｌ
）

て
、
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
．
そ
し
て
、
そ
れ
霞
で
知
ら
れ
て
い
た
諸
資
料
ｌ
敦
煙
文
書
に
残
さ
れ
た

漢
文
断
片
、
ソ
グ
ド
語
讓
薗
片
、
他
の
文
献
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
な
ど
ｌ
に
基
づ
い
て
、
そ
の
原
形
の
復
元
豪
み
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
立
に
つ
い
て
も
私
見
を
公
表
し
た
。

即
ち
、
私
は
、
「
「
心
王
響
に
つ
い
て
ｌ
ソ
グ
ド
語
讓
さ
れ
た
騨
宗
系
繍
經
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
『
修
心
薑
（
七
世
菫

『
導
凡
趣
聖
心
決
』
（
八
世
紀
初
？
）
、
義
寂
の
『
菩
薩
戒
本
疏
』
（
七
世
紀
末
？
）
、
湛
然
の
『
止
観
輔
行
傳
弘
決
』
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』
（
八

世
紀
半
）
、
宗
密
の
『
華
嚴
經
行
願
品
疏
妙
』
（
八
世
紀
前
半
）
、
『
曹
溪
大
師
傳
』
（
七
八
一
年
）
な
ど
に
『
心
王
經
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、
本
經
の
經
録
で
の
初
見
が
證
聖
元
年
（
六
九
五
）
の
『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
で
あ
り
、
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）
に
道
宣
の
編
し
た
『
大

唐
内
典
録
』
に
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
こ
と
を
根
擦
に
、
そ
の
成
立
の
時
期
を
麟
徳
元
年
か
ら
證
聖
元
年
ま
で
の
三
十
年
間
で
あ
る
と
論

再
び
『
心
王
經
」
の
成
立
を
論
ず

は
じ
め
に

伊
吹
敦
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（
２
）

な
ど
の
諾
黙
を
踏
ま
え
て
、
本
經
を
、
七
栂
病
祀
の
末
に
弘
忍
の
影
響
下
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
中
國
の
友
暦
露
氏
に
よ
っ
て
敦
煙
文
書
中
に
『
心
王
經
』
の
完
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
更
に
、
つ
い
最
近

（
３
）

に
な
っ
て
、
そ
の
本
文
が
同
氏
に
よ
っ
て
校
訂
・
中
娯
取
さ
れ
た
の
で
、
容
易
に
そ
の
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
氏
は
、
そ
の
出
版
に
際
し
て
、
新
た
に
「
關
於
人
佛
爲
心
王
菩
薩
説
頭
陀
經
ｖ
」
な
る
一
文
を
草
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
本
經

の
成
立
に
つ
い
て
も
論
及
し
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
私
見
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
弘
忍
と
の
關
聯
を
主
張
す
る
私
の
説
に
對

し
て
は
、
禰
宗
で
は
、
道
信
以
陰
氏
一
箇
所
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
頭
陀
行
を
賞
質
的
に
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
イ

（
４
）

ン
ド
以
來
の
頭
陀
行
を
説
く
『
心
王
經
』
は
弘
忍
門
下
の
撰
述
と
し
て
似
つ
か
わ
し
く
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
、
一
應
、

（
５
）

も
っ
と
も
な
の
だ
が
、
た
だ
、
こ
の
こ
と
は
既
に
拙
鐘
哩
中
で
十
分
に
検
討
し
て
お
い
た
事
柄
な
の
で
、
氏
の
批
判
を
知
っ
て
も
、
こ
れ
だ

け
で
は
、
先
の
見
解
を
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
然
性
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

じ
、
更
に
、
こ
れ
が
弘
忍
（
六
○
一
－
六
七
四
）
の
活
躍
期
に
す
ぐ
綱
く
時
期
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、

１
．
荊
溪
湛
然
は
「
騨
官
忍
禰
師
」
の
作
と
し
て
本
經
に
言
及
す
る
が
、
こ
の
「
霊
官
忍
禰
師
」
と
は
、
恐
ら
く
は
、
輝
宗
第
五

祖
と
さ
れ
る
弘
忍
の
こ
と
で
あ
る
。

２
．
早
い
時
期
に
、
本
經
か
ら
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
『
修
心
要
論
』
と
『
導
凡
趣
聖
心
決
』
は
、
弘
忍
の
教
え
を
初
め
て
中
原

に
傳
え
た
法
如
派
の
文
献
と
見
ら
れ
る
。

３
．
『
曹
溪
大
師
傳
』
で
、
本
經
を
論
す
る
の
を
聞
い
て
、
慧
能
が
弘
忍
に
参
ず
る
に
至
っ
た
と
な
す
の
は
、
當
時
、
本
經
と
弘
忍

の
間
に
何
ら
か
の
關
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
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そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
氏
の
指
摘
で
重
要
に
思
わ
れ
た
の
は
、
本
經
の
引
用
が
李
善
（
？
’
六
八
九
）
の
『
文
選
注
』
、
な
ら
び
に
新

（
６
）

出
の
敦
煙
輝
宗
文
献
で
あ
る
、
『
達
磨
輝
師
華
輌
』
『
輝
策
問
答
』
に
見
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
二
種
の
禰
宗
文
献
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
愼
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
李
善
の
『
文
選
注
』
に
つ
い
て
は
、
「
醤
唐
書
』
巻

一
八
九
の
「
李
善
傅
」
や
『
唐
書
』
巻
二
○
二
の
「
李
菖
傳
」
に
、

と
見
え
て
い
る
う
え
に
、
現
行
の
『
文
選
』
に
は
、
杢
善
の
「
上
文
選
注
表
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
「
顯
慶
三
年
九
月
十
七
日
」
の
日
付

（
９
）

が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
顯
慶
一
二
年
（
六
五
八
）
以
前
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
に
引
か
れ
る
『
心
王
經
』

の
成
立
は
、
先
の
推
定
と
は
異
な
り
、
七
世
紀
前
半
以
前
に
引
き
上
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
場
合
も
、
先
の
「
字
筥
傅
」
の
縞
き
に
、

「
李
善
者
。
揚
州
江
都
人
。
方
雅
清
勁
○
有
士
君
子
之
風
。
明
慶
中
。
累
補
太
子
内
率
府
録
事
参
軍
。
崇
賢
館
直
學
士
。
兼
柿
王
侍
調
。

（
７
）

嘗
注
解
文
選
。
分
爲
六
十
巻
。
表
上
之
。
賜
絹
一
百
二
十
匹
。
詔
藏
干
秘
閣
○
」

「
李
蟹
。
字
泰
和
。
揚
州
江
都
人
。
父
善
。
有
雅
行
。
滝
貫
古
今
。
不
能
風
僻
。
故
人
號
書
麓
。
顯
慶
中
○
累
擢
崇
賢
館
直
學
士
兼
柿

（
８
）

王
侍
調
。
爲
文
選
注
。
敷
析
淵
洽
。
表
上
之
。
賜
澗
頗
渥
。
」

「
菖
少
知
名
。
始
善
注
文
選
。
鐸
事
而
忘
意
。
書
成
以
問
菖
。
菖
不
敢
對
・
善
詰
之
。
堂
意
欲
有
所
更
。
善
日
。
試
爲
我
補
益
之
。
堂

（
Ⅲ
）

附
事
見
義
。
姜
口
以
其
不
可
奪
。
故
雨
書
竝
行
。
」

8４



と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
現
行
の
杢
善
注
に
は
、
そ
の
子
、
李
菖
（
六
七
八
？
’
七
四
七
）
の
注
が
〈
墨
味
さ
れ
て
い
る
と
考

（
Ⅲ
）

（
皿
）

え
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
杢
慾
色
は
、
輝
宗
關
係
の
碑
鈩
文
を
し
ば
し
ば
撰
し
た
か
ら
、
『
心
王
經
』
の
引
用
が
李
菖
に
よ
る
補
足
で
あ
る
可

能
性
全
台
定
で
き
ず
、
や
は
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
先
の
推
定
を
覆
す
に
は
十
分
な
根
櫨
と
は
な
り
え
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
よ
り
遙
か
に
古
い
、
三
》
理
不
の
學
匠
、
慧
均
（
生
残
年
未
詳
）
の
箸
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
に

『
心
王
經
』
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
先
に
公
表
し
た
私
見
が
全
く
の
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
全
面
的
に
考
え
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
「
再
び
『
心
王
經
』
の

成
立
を
論
ず
」
と
題
し
て
、
新
た
に
小
論
を
發
表
す
る
所
以
で
あ
る
。

（
旧
）

今
日
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
の
完
本
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、
績
藏
に
約
半
分
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
、
鑑
玲
起
慧
日
氏
に
よ
っ

（
ｕ
）

（
旧
）

て
、
縞
蔵
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
二
章
が
發
見
さ
れ
て
お
り
、
他
の
文
献
に
引
用
さ
れ
る
逸
文
と
併
せ
て
、
ほ
ぼ
、
全
髄
の
一
一
一
分
の
二

程
度
の
文
章
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
心
王
經
』
の
引
用
が
見
え
る
の
は
、
縞
蔵
本
と
逸
文
と
で
あ
る
。
先
ず
、
前
者
に
つ
い
て
、

對
應
す
る
『
心
王
經
』
の
文
章
と
と
も
に
掲
げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
咄
）

１
．
「
如
菩
薩
頭
陀
經
云
。
最
上
利
根
者
。
不
出
生
死
。
亦
不
入
浬
藥
。
」
（
『
大
乗
四
坐
墾
ヱ
義
」
断
伏
義
）

（
Ⅳ
）

「
上
品
聚
企
土
。
髄
達
法
相
。
不
人
浬
藥
。
不
出
生
死
。
」
（
『
心
王
經
』
）

２
．
「
菩
薩
頭
陀
經
云
。
照
明
菩
薩
問
心
王
菩
薩
云
。
槻
煩
悩
性
。
内
度
脱
窯
生
生
。
其
相
可
解
。
外
法
云
何
巴
心
王
菩
薩
答
。
内
外

｜
、
『
大
乗
四
論
玄
義
』
と
『
心
王
經
』
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外
に
、
珍
海
の
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
に
引
用
さ
れ
る
「
十
地
義
」
の
逸
文
に
も
、
『
心
王
經
』
か
ら
の
引
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
菩
薩
頭
陀
經
云
。
照
明
菩
薩
問
心
王
菩
薩
云
。
槻
煩
悩
性
。
内
度
脱
衆
生
。
其
相
可
解
。
外
法
何
。
心
王
菩
薩
答
云
。
内
外

法
不
異
。
錐
復
不
異
。
要
先
観
内
。
一
煩
慨
淨
。
衆
多
法
淨
。
何
以
故
爾
。
内
是
外
之
根
。
衆
生
聖
之
源
。
得
斯
妙
法
。
法

度
衆
生
。
衆
生
無
壼
。
佛
身
無
議
。
衆
生
無
邊
・
佛
身
無
邊
・
衆
生
性
即
是
虚
空
・
虚
空
即
是
佛
性
也
・
」
（
同
佛
性
麺

「
照
明
菩
薩
一
一
一
一
弓
観
煩
悩
性
。
内
度
衆
生
。
其
相
可
解
。
外
法
云
何
○
心
王
菩
薩
一
一
一
一
弓
如
是
。
如
是
。
如
汝
所
問
○
内
外
不

異
。
錐
復
不
異
。
要
先
観
内
。
｜
煩
悩
淨
。
衆
多
法
淨
。
何
以
故
爾
・
内
是
外
根
源
。
衆
聖
之
源
。
得
斯
要
法
。
法
度
衆（
卯
）

生
。
衆
生
無
憲
。
佛
身
無
蓋
。
衆
生
無
邊
。
佛
身
無
邊
。
衆
生
之
性
。
即
虚
空
性
。
虚
空
之
性
。
即
衆
生
性
。
」
（
『
心
王
經
』
）

（
Ⅲ
）

３
．
「
又
彼
經
一
室
。
心
爲
毒
騒
。
大
乘
法
杖
。
鞭
於
心
毒
墨
。
内
外
漬
淨
也
。
」
（
『
大
乗
四
論
玄
義
』
断
伏
義
）

「
以
大
乘
法
杖
。
鞭
分
別
心
。
心
墨
既
死
。
内
外
清
淨
。
毒
害
不
生
。
」
（
『
心
王
塗

４
．
「
菩
薩
頭
經
云
。
窮
上
利
物
。
菩
薩
初
發
心
時
。
便
成
正
覺
。
不
由
次
第
。
等
覺
妙
覺
。
前
念
爲
因
。
後
念
爲
果
。
金
剛
聖
髄
。

（
閉
）

種
知
現
一
叫
浬
藥
中
究
寛
果
也
。
」
（
『
大
乗
四
論
玄
義
」
金
剛
心
義
）

「
直
是
最
上
利
根
菩
薩
。
聞
一
悟
解
。
初
發
心
時
。
便
成
正
覺
。
不
由
次
第
。
等
覺
妙
覺
。
前
念
爲
因
。
後
念
爲
果
。
金
剛

聖
髄
。
種
智
現
煎
浬
桑
城
中
。
證
究
寛
果
・
」
（
「
心
王
壁

（
旧
）

論
玄
義
」
断
伏
義
）

法
不
異
。
錐
彼
不
異
。
要
先
観
内
。
｜
煩
悩
淨
。
衆
多
亦
淨
。
何
以
故
爾
。
内
是
外
之
根
本
。
衆
聖
之
源
。
得
斯
妙
法
。
法

度
衆
生
。
衆
生
無
識
。
佛
身
無
識
。
衆
生
無
邊
。
佛
身
亦
無
邊
。
衆
生
性
即
是
虚
空
性
。
虚
空
性
即
是
佛
性
也
。
」
含
大
乗
四

8６



こ
れ
ら
の
對
照
に
よ
っ
て
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
が
「
菩
薩
頭
陀
經
」
と
呼
ん
で
依
用
し
て
い
る
も
の
が
、
賞
は
、
當
面
の
問
題
で
あ
る

『
佛
爲
心
王
菩
薩
説
頭
陀
経
』
に
外
な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
『
心
王
經
』
の
本
文
や
傳
承
を
考
え
る

上
で
、
は
な
は
だ
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

『
心
王
經
』
の
成
立
時
期
を
、
富
初
考
え
ら
れ
て
い
た
七
世
紀
末
よ
り
大
幅
に
引
き
上
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

『
大
乗
四
論
玄
義
』
の
成
立
時
期
は
明
か
で
な
い
が
、
現
存
す
る
諸
巻
に
は
、
多
く
末
尾
に
、
「
顯
慶
三
年
歳
次
戊
午
年
十
二
月
六
日
輿

（
邪
）

輪
寺
學
問
僧
法
安
爲
大
皇
帝
及
内
殿
故
敬
奉
義
章
也
」
と
い
う
識
語
が
見
え
、
本
書
が
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
に
法
安
に
よ
っ
て
献
上
さ

（
羽
）

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
成
立
が
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
餘
地
が
な
い
。
顯
慶
三
年
は
、
奇
し
く
も
、
同
じ
く
『
心
王

經
』
を
引
く
、
李
善
の
『
文
選
注
』
が
上
呈
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
が
、
こ
の
時
、
慧
均
自
身
が
奉
上
し
て
い
な
い
の
は
、
當
時
、
既
に
本

人
が
物
故
し
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
か
ろ
う
。

慧
均
の
傳
記
に
つ
い
て
は
何
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
自
龍
の
記
述
か
ら
、
輿
皇
寺
法
朗
（
五
○
七
’
五
八

（
弧
）

（
訓
）

｜
）
の
弟
子
で
、
吉
藏
（
五
四
九
上
ハ
ニ
三
）
と
同
門
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
他
の
弟
子
の
例
か
ら
見
て
も
、
そ
の
生
硬
年
は

５
．
「
四
論
玄
十
地
義
云
。
故
華
殿
經
云
。
初
發
心
菩
薩
。
即
三
世
如
來
等
。
菩
薩
頭
陀
經
云
。
前
念
出
家
。
後
念
成
道
。
又
云
。

直
是
最
上
利
根
菩
薩
。
｜
了
悟
解
。
初
發
心
時
。
便
成
正
覺
。
不
由
次
第
。
等
覺
妙
覺
。
前
念
爲
因
。
後
［
念
］
爲
果
。
金
剛

（
駈
）

聖
鵠
。
種
智
現
一
則
浬
築
城
中
。
證
究
寛
果
云
云
。
」
（
「
三
藝
塑
（
疏
文
義
豊
巻
第
七
）

（
邪
）

「
衆
生
心
淨
。
前
念
出
家
。
後
念
成
道
。
」
（
『
心
王
經
」

「
善
男
子
。
此
虚
難
明
・
直
是
最
上
利
根
菩
薩
。
聞
一
悟
解
・
初
發
心
時
。
便
成
正
鶴
。
不
由
次
第
。
等
覺
妙
覺
。
前
念
爲

（
”
）

因
。
後
念
爲
果
。
金
剛
聖
髄
。
種
智
現
一
則
浬
築
城
中
。
證
究
寛
果
。
」
（
『
心
王
經
』
）
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（
蛇
）

五
一
一
○
年
か
ら
六
一
一
一
○
年
頃
と
見
ね
ば
な
ら
ず
、
『
大
乗
四
論
玄
義
』
の
成
立
も
七
世
幻
鴎
例
頭
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
『
心
王
經
』
の
成
立
は
、
道
信
（
五
八
Ｑ
Ｌ
ハ
五
一
）
や
弘
忍
（
六
○
一
上
ハ
七
四
）
に
よ
る
「
東
山
法
門
」
の
活

動
以
前
と
な
り
、
そ
の
成
立
を
東
山
法
門
の
影
響
の
下
で
考
え
よ
う
と
し
た
、
先
の
推
差
は
全
く
の
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
驚
く
べ
き
事
實
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
『
心
王
經
』
の
全
貌
は
、
今
回
の
方
氏
に
よ
る
校
訂
・
出
版
で
初
め
て
明

ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、

と
い
う
よ
う
な
「
佛
心
戒
」
の
思
想
、

な
ど
と
い
っ
た
「
守
一
不
移
」
の
思
想
、

「
直
是
最
上
利
根
菩
薩
。
聞
一
悟
解
。
初
發
心
時
。
便
成
正
覺
。
不
由
次
第
。
等
覺
妙
覺
。
前
念
爲
因
。
後
念
爲
果
。
金
剛
聖
髄
。
種

（
弱
）

智
現
前
。
狸
築
城
中
。
證
究
寛
果
。
」

「
衆
生
心
淨
・
前
念
出
家
・
後
念
成
道
壁

「
親
身
賞
相
。
受
佛
心
戒
。
名
日
法
叉
戒
。
戒
有
二
種
。
内
戒
外
戒
。
何
名
爲
内
戒
。
覺
観
心
動
・
即
犯
内
戒
。
破
内
頭
陀
。
覺
有
身

（
肌
）

相
。
即
犯
外
戒
。
破
外
頭
陀
。
若
犯
内
戒
。
翌
滅
法
身
。
若
犯
外
戒
。
傷
害
色
身
。
犯
内
外
戒
。
非
我
弟
子
。
」

（
羽
）

「
爾
睦
招
遇
美
晨
刈
識
。
學
心
不
二
。
隠
五
陰
山
。
守
一
不
移
。
繧
哩
仲
不
散
。
蓄
騨
璽
鉢
鯵
阿
。
」
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な
ど
に
窺
わ
れ
る
頓
悟
思
想
、

と
い
っ
た
、
「
守
心
」
「
攝
心
」
「
観
心
」
「
見
性
」
の
思
想
、

な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
、

（
師
〉

「
護
持
禁
戒
。
如
淨
叩
錘
坏
。
守
護
心
城
。
擢
併
野
外
道
。
」

（
邪
）

「
動
靜
響
縞
一
。
守
護
心
城
。
不
〈
祠
賊
人
．
」（
駒
）

「
攝
心
學
道
。
身
心
漕
塩
序
。
悟
無
生
忍
。
」

「
若
能
攝
心

「
煩
悩
論
師

（
机
）

垢
亦
離
。
」

「
爾
時
。

（
鯛
）

「
善
達
法
相
。
随
観
講
經
。
不
依
文
字
。
設
有
一
一
一
一
一
皐
玩
。
猶
如
虚
空
。
」

（
帆
）

「
不
可
宣
説
。
一
一
一
三
語
道
軒
司
無
有
文
字
。
猶
如
虚
空
。
」

（
㈹
）

「
若
菫
ロ
男
子
及
菫
目
女
人
。
欲
得
現
身
即
凡
爲
聖
。
莫
著
文
字
邪
見
。
」

佛
身
究
寛
。
不
受
其
功
。
見
於
佛
性
。
而
得
明
了
。
菩
薩
籍
一
人
道
。
道
心
未
明
。

。
寂
然
無
念
。
無
生
無
滅
。

。
歸
依
受
化
。
息
識
訟
業
。

ロ
葉
へ
の
否
定
的
態
度
、

妙
慧
成
就
。

起
於
眞
心
。
於
諸
菩
薩
四
衆
之
一
叫
各
観
心
性
。
性
非
内
外
。

（
釦
）

度
脱
聚
企
生
。
」

（
躯
）

捉
一
自
守
。
見
榊
俺
岬
性
。
而
不
明
了
。
」

亦
非
中
間
○
心
性
離
故
。
罪

－８９－



な
ど
に
見
ら
れ
る
『
法
華
經
』
や
『
護
摩
経
』
の
影
響
等
々
と
い
っ
た
、
從
來
、
東
山
法
門
を
特
徴
づ
け
る
と
思
わ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
、
以

（
別
）

降
の
輝
一
本
に
お
い
て
甚
だ
重
ん
じ
ら
れ
た
、
重
要
な
思
想
や
概
念
が
既
に
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
提
起
す
る
問
題
は
、
こ
と
の
外
、
重
大
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
從
來
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

思
想
は
東
山
法
門
の
創
唱
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
既
に
存
在
し
て
お
り
二
束
山
法
門
は
、
軍
に
そ
れ
を
取
り
込
み
、
展
開

さ
せ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
先
行
す
る
も
の
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
『
心
王
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

な
ど
に
見
ら
れ
る
、
佛
教
用
語
の
心
理
的
、
附
會
的
解
鶴

「
若
有
信
心
。
即
開
方
便
。

「
中
品
衆
生
。
捨
於
生
死
。

「
頭
者
・
行
人
初
破
煩
悩
。
撃
大
法
鼓
。
呪
煩
悩
賊
。
得
其
頭
主
。
賊
民
無
主
。
無
所
依
止
。
即
求
出
家
。
爲
我
弟
子
。
攝
心
學
道
・

身
心
清
淨
。
悟
無
生
忍
。
故
言
頭
也
。
陀
者
。
後
心
行
人
。
善
巧
方
便
。
錐
得
前
心
。
後
念
多
失
。
既
失
其
後
。
即
是
漏
心
。
名
爲

煩
悩
。
行
人
勤
加
精
進
。
前
心
性
後
。
後
心
性
前
。
前
後
不
二
。
名
爲
正
法
。
即
是
阿
難
受
持
佛
語
。
無
有
遺
漏
。
是
故
言
陀
。
又

（
灯
）

復
陀
者
。
陀
汰
煩
悩
。
如
陀
金
沙
。
先
除
粗
者
○
眞
金
始
現
。
」

（
柵
）

「
煩
悩
愛
結
。
名
爲
衆
生
。
」

（
柵
）

宗
鎧
奥
相
門
。
」

含
玉
氷
浬
藥
・
無
方
便
慧
・
賞
際
爲
嘉
型
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上
の
》
覗
迦
に
よ
っ
て
、
『
心
王
經
』
の
成
立
の
下
限
が
七
世
紀
初
頭
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
を
窺
う
資
料
を
何
ら
見
出
せ
な
い
で
い
る
と
い
う
の
が
實
情
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
慧
均
よ
り
、

や
や
先
輩
に
富
た
る
か
と
思
わ
れ
る
吉
藏
の
著
作
に
は
、
本
謹
晟
全
く
依
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
實
で
あ
る
。

（
別
）

し
か
し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
一
一
一
論
學
派
に
お
け
る
吉
藏
の
特
異
な
性
格
で
あ
る
。
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

三
》
廻
示
で
は
、
賓
践
、
中
で
も
揮
観
的
修
行
が
極
め
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
『
心
王
經
』
の
ご
と
き
「
禰
經
」
が
慧
均
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
引

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
日
愚
、
賞
は
、
そ
の
事
賢
を
端
的
に
示
す
も
の
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
三
》
型
示

（
記
）

の
中
で
、
講
説
を
活
動
の
中
心
に
お
い
た
吉
藏
の
宗
風
は
、
む
し
ろ
例
外
と
も
一
一
一
画
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
著
作
の
中
に

『
心
王
經
』
の
引
用
が
見
え
な
い
こ
と
も
、
必
ず
し
も
怪
し
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
を
根
擦
に
、
吉
藏
の
活
躍
期
に
は
、
ま
だ
『
心
王
經
』
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
少
な
く
と
も
、
吉
藏
の
頃
に
は
、
い
ま
だ
一
般
に
は
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
、
軍
な
る
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
經
の
成
立
は
七
世
紀
初
頭
を
そ
れ
ほ
ど
遡
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
そ
の
成
立
地
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
揚
子
江
下
流
域
、
即
ち
、
「
江
左
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
と
見
て

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
經
の
引
用
は
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
が
飛
び
抜
け
て
古
い
が
、
慧
均
の
傳
記
は
不
明
な
が
ら
、

吉
藏
と
と
も
に
、
楊
都
（
菌
邑
の
輿
皇
寺
法
朗
に
學
ん
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
活
動
も
、
や
は
り
江
左
が
中
心
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
の
が
自

か
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
、
軍
（

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
『
心
王
經
』
の
成
立
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な
ど
は
、
空
観
を
説
く
も
の
と
言
え
る
し
、

に
見
え
る
「
二
智
」
と
い
う
考
え
方
な
ど
も
、
三
》
塑
示
と
共
通
す
る
。

な
い
事
蘓
貿
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
視
鮎
に
立
二

（
認
）

然
で
あ
る
し
、
慧
均
に
綱
い
て
引
用
を
行
っ
て
い
る
李
善
の
出
身
巫
皿
Ｊ
Ｃ
江
都
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
輝
宗
に
よ
っ
て
依
用
さ
れ
る
前
の
本

經
の
流
傳
は
、
主
と
し
て
、
そ
れ
ら
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
、
か
く
の
ご
と
く
、
『
心
王
經
』
が
六
惜
絶
末
か
ら
七
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
江
左
で
製
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
我
々
が
當
然
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
三
論
宗
と
の
關
聯
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
當
時
、
こ
の
地
域
で
は
、
興
皇
法
朗
の
弟
子
な
ど
が
盛
ん
に
教
線

を
張
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
上
で
鯛
れ
た
よ
う
に
、
彼
ら
に
お
い
て
輝
の
修
行
が
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
紛
れ
も

（
魂
）

「
爾
時
菩
薩
具
二
種
智
。
｜
者
寳
智
も
一
一
者
方
厘
智
も
賞
麹
暴
罷
凡
夫
地
。
方
便
智
離
聲
聞
地
。
」

（
別
）

「
汝
當
爲
諸
一
人
衆
。
宣
説
甚
深
無
上
妙
法
。
令
諸
詔
笙
識
煩
纏
僻
性
空
無
所
右
兎
」

（
閉
）

「
無
生
無
滅
。
無
垢
無
淨
。
無
生
死
際
。
無
浬
殴
露
》
。
一
一
際
平
等
。
等
諸
法
空
故
。
」

「
観
察
五
陰
・
空
無
所
右
殆
殺
諸
結
賊
・
名
正
法
蝋
型（
印
）

「
修
空
二
一
味
。
遊
心
法
性
。
善
人
無
爲
。
安
神
理
工
垣
。
」

て
、
『
心
王
經
』
を
見
直
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
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ま
た
、
「
正
性
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
吉
藏
の
五
種
佛
性
の
最
後
の
、
絶
對
の
境
地
を
あ
ら
わ
す
も
の
」
で
、
「
佛
教
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
」

（
弱
）

な
い
、
特
異
な
用
語
で
あ
る
と
も
い
う
が
、
同
門
の
慧
均
な
ど
に
よ
っ
て
も
用
い
》
じ
れ
て
お
り
、
『
華
嚴
經
」
の
「
正
法
性
」
や
法
朗
の

（
帥
）

「
正
法
正
性
」
「
正
法
佛
性
」
に
由
來
し
、
そ
の
意
味
は
、
「
否
定
詞
に
よ
っ
て
し
か
表
現
出
來
ぬ
不
可
一
一
一
己
、
不
可
思
惟
の
絶
對
の
と
こ
ろ
を

（
Ⅲ
）

指
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
正
性
」
は
、
恰
も
一
一
一
》
墾
不
に
特
有
の
概
念
で
あ
る
か
の
ど
と
く
一
一
一
一
口
わ
れ
て
も
い
る
が
、

（
舵
）

『
心
王
經
』
で
も
、
次
の
ご
と
く
、
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
如
來
蔵
思
想
を
そ
の
基
盤
に
お
い
て
い
る
が
、
吉
藏
の
思
想
に
『
淫
藥
經
』
の
影
響
が
強
く
、
そ
の
著
作
に
し
ば

し
ば
「
如
來
蔵
」
が
現
わ
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
空
観
と
如
來
蔵
の
融
合
こ
そ
、
吉
藏
、
あ
る
い
は
中
國
一
一
一
論
の

『
心
王
經
』
は
、
ま
た
、
一
面
で
は
、

（
Ｎ
）

「
是
煩
悩
性
・
性
無
所
有
。
即
浬
樂
性
。
浬
藥
之
性
。
性
無
所
有
も
即
煩
悩
性
。
二
性
不
二
。
名
爲
正
性
。
名
爲
法
性
。
佛
所
行
虚
。
」

（
Ｍ
）

「
我
鯉
も
行
“
灰
大
乗
。
學
無
分
別
召
正
法
之
性
。
非
空
非
有
。
」

「
一
切
衆
生
・
常
爲
客
塵
煩
悩
之
所
覆
蔽
。
不
見
佛
性
。
如
竹
不
鍍
。
火
即
不
出
。
煩
悩
亦
爾
○
若
鑓
煩
悩
。
佛
性
顕
現
。
要
須
在
定
。

（
閃
）

心
在
定
故
。
定
力
慧
力
。
乃
能
鑑
描
。
」

「
悲
者
○
我
從
昔
來
。
常
於
此
身
。
生
無
量
漏
。
眞
如
實
相
。
没
在
知
見
六
識
海
中
。
沈
倫
生
死
。
不
能
得
出
。
故
言
悲
也
。
喜
者
○

菩薩爾時遇善知識・正心眞學平等無磯一相大乗・六波羅蜜之所薫修・念念無間○即入法流。明見佛性。故言喜蝿」
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
心
王
經
』
が
東
山
法
門
と
無
題
係
の
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
と
す
る
と
、
我
々
は
、
極
め
て
重
大
な
問
題
に
直
面
せ
ざ

る
書
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
ｌ
即
ち
、
で
は
、
ど
う
し
て
、
『
心
王
經
」
の
思
想
は
東
山
法
門
の
思
想
と
さ
れ
る
も
の
と
あ
れ
臆
ど
近
い

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

（
柵
）

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
は
、
從
來
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
一
一
》
廻
示
と
輝
宗
の
問
で
は
、
古
く
よ
り
、
か
な

り
頻
繁
に
人
的
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
詮
公
の
四
友
の
一
人
で
あ
る
慧
布
（
五
一
八
’
五
八
七
）
は
、
二
祖
慧
可
に
も
學
ん
だ
と
い
い
、
同
じ
く
四
友
の
一
人
、
法
朗

（
的
）

の
付
嘱
を
受
け
た
大
明
は
、
道
一
旦
の
傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
遠
く
（
慧
）
可
師
の
後
を
承
」
け
て
も
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
明
の
弟

（
研
）

歴
史
的
意
義
で
あ
る
と
も
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
車
壬
輿
は
、
一
一
一
論
學
派
と
の
關
係
を
何
ら
否
定
す
る
、
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
偽
經
が
一
一
一
論
學
派
の
影
響
下
に
成
立
し
た
可
能
摩
も
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
だ

け
の
材
料
で
断
定
を
下
す
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
思
想
・
用
語
を
用
い
る
人
々
が
彼
ら
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
保
證
は
な
い

し
、
ま
た
、
三
》
廻
示
の
核
心
と
も
言
わ
れ
る
「
初
章
」
や
「
中
假
」
、
「
八
不
」
と
い
っ
た
重
要
な
概
念
が
『
心
王
經
」
の
中
に
現
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
『
大
乘
四
論
玄
義
』
の
引
用
能
慶
を
見
て
も
、
軍
に
經
證
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に

過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
特
別
な
想
い
入
れ
が
窺
わ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。

多
少
、
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
て
は
な
る
ま
い
。
我
々
は
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三
、
東
山
法
門
と
『
心
王
經
』
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子
の
慧
曇
に
學
ん
だ
法
沖
は
、
慧
可
の
弟
子
筋
に
當
た
る
人
か
ら
も
『
梼
伽
』
の
教
え
を
受
け
て
お
り
、
や
は
り
大
明
の
弟
子
で
あ
る
法

敏
に
學
ん
だ
善
伏
（
？
上
ハ
六
○
）
も
、
四
祖
道
信
（
五
八
○
上
ハ
五
一
）
か
ら
「
入
道
方
便
」
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
法
敏
に

（
、
）

學
ん
だ
恵
明
（
青
布
明
）
の
門
下
か
ら
は
、
後
に
五
祖
弘
忍
の
弟
子
と
な
っ
た
法
如
を
出
し
て
い
る
と
い
っ
た
具
〈
ロ
で
あ
る
。

更
に
、
近
年
、
關
口
眞
大
氏
は
、
蓬
摩
大
師
四
行
論
」
の
長
巻
子
中
の
一
部
が
、
法
敏
の
弟
子
、
法
聰
（
五
八
六
上
ハ
五
六
）
の
箸
と
さ

（
Ⅶ
）

れ
ろ
『
大
乘
入
道
安
心
法
』
と
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
雨
系
統
の
人
々
に
思
想
的
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
の
端

的な現われであると言えるし、三垂廻不における法門の付嘱と騨宗におけるそれとの類叺幽や、牛頭宗に輿えた一一一聿型不
（
ね
）

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
『
心
王
經
」
と
東
山
法
門
の
思
想
的
類
似
も
、
こ
の
よ
う
な
禰
宗
系
の

人
々
と
一
一
一
》
理
不
系
の
人
々
と
の
交
流
と
い
う
現
實
の
な
か
で
生
じ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
し
、
こ
れ
を
、
新
興
の
輝
宗
が
先
行
す
る
三
華
塑
不
の
思
想
を
取
り
込
ん
だ
の
だ
と
考
え
る
な
ら
、
恐
ら
く
、
重
大
な
誤
り

を
犯
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
一
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
心
王
經
』
が
三
論
學
派
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
髄
、
賞
は
、
少

し
も
確
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
東
山
法
門
が
交
渉
を
持
っ
た
の
は
、
何
も
、
三
》
塑
不
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
即
ち
、
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
に
輝
法
を
學
ん
だ
法
顯
（
五
七
七
上
ハ
五
三
）
は
、
後
に
道
信
に
参
じ
て
い
る
し
、
關
口
眞

大
氏
は
、
慧
思
の
門
人
で
あ
る
慧
命
（
五
一
一
一
一
－
五
六
八
）
の
『
詳
玄
賦
』
の
註
鐸
が
『
梼
伽
師
資
記
』
の
僧
燦
の
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
初
期
輝
宗
文
献
と
見
ら
れ
る
『
證
心
論
』
が
、
賞
は
天
台
智
顎
の
著
作
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
學
げ
て
、
天
台
宗
と
輝
宗
の
關
聯

（
両
）

を
強
調
し
て
Ｌ
型
。
ま
た
、
一
二
論
宗
と
天
台
宗
の
間
の
人
的
交
流
に
つ
い
て
も
、
既
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
慧
可
に
も

學
ん
だ
慧
布
は
、
南
繊
慧
思
（
五
一
五
’
五
七
七
）
と
問
答
し
て
賞
讃
さ
れ
た
と
傳
え
る
し
、
彼
に
招
か
れ
た
保
恭
（
五
四
一
一
上
ハ
ニ
｜
）
は
、

若
く
し
て
大
明
法
師
に
従
い
、
そ
の
残
後
は
懲
暁
に
學
ん
だ
人
物
で
あ
る
が
、
自
ら
法
華
餓
法
を
行
っ
た
り
、
智
顔
に
『
法
華
経
』
の
譜
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こ
の
よ
う
に
、
『
心
王
經
』
が
成
立
し
た
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
輝
、
天
台
、
三
論
の
各
派
の
間
で
、
か
な
り

頻
繁
に
交
流
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
東
山
法
門
と
地
拳
塑
不
の
關
係
に
つ
い
て
も
無
視
で
き

（
而
）

な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
台
、
三
論
、
地
論
の
各
派
に
共
通
す
る
の
は
、
教
學
的
な
側
面
と
と
も
に
賞
践
的
傾
向
が
強
く
、
大
量
の
修
輝
者
を
出
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
禰
宗
と
の
關
係
も
、
原
則
的
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ

の
よ
う
な
事
寳
か
ら
、
輝
観
修
行
者
の
思
想
に
は
、
學
派
の
違
い
を
超
え
て
共
通
す
る
面
が
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

義
を
要
請
し
た
り
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
慧
布
の
同
學
、
智
辮
（
生
残
年
未
詳
）
も
智
顎
を
佛
窟
寺
に
講
じ
て
お
り
、
法
朗
の
門
人
、
智

階
（
五
一
一
一
一
一
一
上
ハ
一
○
）
は
、
後
に
は
智
顎
の
弟
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
天
台
）
慧
文

（
樟
）

慧
可

（
三
論
）

僧
詮

弘善悪法法
忍伏明聰沖

ﾄｰ」
法
如

9６



私
は
、
こ
こ
に
こ
そ
『
心
王
經
』
の
成
立
母
胎
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で
『
心
王
經
』
に
見
ら

れ
る
一
東
山
法
門
や
三
墾
麺
學
派
と
の
類
似
を
う
ま
く
説
明
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
『
心
王
經
』
と
は
、
教
學
佛
教
形
成
以

前
か
ら
中
國
佛
教
の
底
流
に
隠
然
と
し
て
存
在
し
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
教
學
を
形
成
さ
せ
る
一
つ
の
重
要
な
原
動
力
と
も
な
っ
た
よ
う

な
、
賓
践
的
修
行
に
基
づ
く
揮
観
思
想
の
剥
き
出
し
の
表
現
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
我
々
は
、
一
卑
山
法
門
の
特
性
を
、
そ
の
思
想
自
篭
の
燭
自
性
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
思
想

貝
髄
は
、
そ
れ
ま
で
表
面
に
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
賞
は
、
既
に
多
く
の
佛
教
者
た
ち
の
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
、
軍
に

そ
れ
を
顕
著
な
形
で
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
寳
際
、
も
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
一
束
山
法
門

や
そ
れ
に
綱
く
人
々
は
、
ど
う
し
て
、
あ
の
よ
う
に
速
や
か
に
人
々
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ゆ
え
、
東
山
法
門
の
新
し
さ
は
、
恐
ら
く
、
そ
の
思
想
の
内
容
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
姿
勢
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
他
の
學
派
が
、
そ
の
禰
観
思
想
を
背
後
に
押
し
込
め
、
自
己
の
思
想
の
組
織
化
と
教
箪
的
基
礎
付
け
に
腐
心
し
た

の
に
對
し
て
、
輝
泰
蕊
囲
の
み
は
、
そ
の
生
の
ま
ま
の
禰
観
髄
験
を
、
そ
れ
が
賓
際
の
髄
験
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
肯
定
し
、
縮
彊
一
化
し

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
輝
観
思
想
は
、
「
篭
駿
」
と
い
う
人
間
の
本
性
に
直
接
關
わ
り
、
各
學
派
に
よ
っ
て
個
別
に
行
わ
れ
た
、
佛
教
思
想
の
教
學

的
基
礎
付
け
と
は
全
く
異
な
る
次
元
に
厨
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
學
派
の
別
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
修
輝
者
の
間
で
共
有
し
え
た
の
で

（
万
）

あ
ろ
う
。
「
翻
心
」
と
い
う
概
念
が
、
鰯
、
天
台
、
一
一
一
論
の
文
献
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
、
學
派
間
の
交
流
に
よ
る
と
一
一
一
一
口
う
よ

り
も
、
そ
の
よ
う
な
學
派
成
立
以
前
か
ら
傅
わ
る
寳
践
的
修
行
法
に
そ
の
基
礎
を
持
つ
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
れ
こ
そ
が
、
各
學
派
の
交
流
を
可
能
に
し
、
ま
た
、
鰯
と
三
論
の
接
鮎
に
牛
頭
宗
な
る
一
派
が
成
立
し
え
た
根
本
事
由
で
あ
っ
た
と
も

論
に
導
か
れ
る
。
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し
か
し
、
實
を
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
『
心
王
經
』
や
他
の
偶
經
の
作
者
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
ら
が
、
「
佛

説
」
に
假
託
す
る
形
で
し
か
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
對
し
て
、
今
や
二
束
山
法
門
以
降
の
人
々
は
、
弘
忍
や
神
禿
べ
慧

能
と
い
っ
た
二
章
在
の
人
物
の
名
の
も
と
、
そ
れ
を
い
と
も
容
易
く
行
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
初
期
縄
の
人
々

が
、
「
心
王
經
』
な
ど
の
償
郷
一
を
、
自
分
の
思
想
を
鐙
す
る
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
の
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ

ね
ば
な
る
ま
い
。
最
後
に
、
こ
の
、
輝
宗
に
お
け
る
受
容
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
こ
う
。

え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
ら
の
立
場
と
し
て
、
前
面
に
押
し
出
し
え
た
。
彼
ら
に
あ
っ
て
は
、
封
璽
事
教
理
は
、
も
は
や
、
自
ら
の
髄

（
耐
）

験
を
正
富
化
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
の
意
味
し
か
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
賞
は
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
こ
そ
、
前
代
未
聞
の
事
件
だ

上
述
の
ご
と
く
、
『
心
王
經
』
は
、
當
初
は
、
稗
宗
教
画
と
は
直
接
に
は
關
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
が
、
七
世
紀
後
半
以
降
、
輝

宗
内
に
流
入
し
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
先
に
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
初
期
の
輝
宗
文
献
に
し

ば
し
ば
本
郷
』
の
引
用
や
本
麺
』
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
先
述
の
ご
と
く
、
方
廣
鍋
氏
は
、

近
時
、
輝
系
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
新
出
文
献
に
本
經
か
ら
の
引
用
が
存
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
塞
皀
が

鰯
宗
教
圏
に
お
い
て
占
め
て
い
た
重
一
鐸
性
は
、
い
よ
い
よ
否
定
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
別
に
論
じ
た
よ
う
に
、

『
心
王
經
』
に
附
さ
れ
た
恵
辮
禰
師
の
註
鐸
に
は
、
八
世
紀
初
頭
に
禰
宗
内
で
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
金
剛
藏
萱
峰
託
と
共
通
す
る
性
格
が

（
湖
）

濃
厚
に
窺
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
も
輝
宗
内
に
お
い
て
、
本
經
が
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
を
一
示
す
も
の
と
一
一
一
一
口
え
る
。

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
實
を
言
え
ば
、
｝
‐

四
、
輝
宗
に
お
け
る
『
心
王
經
』
の
受
容

9８



で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
『
心
王
經
』
は
騨
宗
内
で
か
く
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で

参
照
さ
る
べ
き
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
に
、
李
善
の
『
文
選
注
』
と
慧
均
の
『
大
乗
四
論
玄
義
』
が
相
い
総

い
で
高
宗
に
上
呈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
冠
貿
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
七
世
缶
祁
中
葉
に
は
『
心
王
經
』
が
既
に
中
原
に
流

入
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
騨
宗
内
で
の
引
用
に
先
行
す
る
。
つ
ま
り
、
輝
宗
教
圏
が
『
心
王
經
」

の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
七
世
紀
中
葉
以
降
、
中
原
に
お
い
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
心
王
經
』
の
縄
宗
教
園
へ
の
流
人
と
い
う
問
題
と
關
聯
し
て
、
こ
こ
で
是
非
と
も
論
じ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し

て
、
荊
溪
湛
然
（
七
一
一
－
七
八
二
）
が
そ
の
人
の
説
と
し
て
本
經
に
言
及
す
る
、
「
謹
官
忍
輝
師
」
と
は
い
っ
た
い
誰
で
あ
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
私
は
、
先
に
『
心
王
經
』
を
弘
忍
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
見
倣
し
、
こ
の
「
謹
官
忍
禰
師
」
も
弘
忍
に
外

な
ら
ぬ
と
確
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
來
の
議
論
に
よ
っ
て
、
『
心
王
經
』
が
弘
忍
と
は
基
本
的
に
は
無
關
係
の
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
こ
の
私
見
に
對
し
て
は
、
方
廣
娼
氏
も
、
弘
忍
と
霊
官
と
の
間
に
何
の
關
係
も
見
出
せ
な
い
こ
と

（
別
）

を
梶
豫
に
、
こ
の
議
論
は
「
牽
強
」
、
つ
ま
り
、
強
引
だ
と
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
上
の
推
定
の
ご
と
く
、
こ
れ
が
江
表
で

撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
霊
官
」
（
断
江
省
海
寧
縣
）
の
忍
輝
師
は
、
そ
の
作
者
と
し
て
、
最
も
相
應
し
い
人
物
で
あ
る

と
言
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
湛
然
の
言
葉
の
信
愚
性
は
必
ず
し
も
明
か
で
は
な
い
。
現
に
湛
然
よ
り
一
五
○
年
も
前
に
本
經
を
引
用
す
る
『
大
乘

四
論
玄
義
』
は
、
そ
の
撰
者
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
て
い
な
い
し
、
他
の
文
献
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
ど
う
し
て
、
湛
然

の
み
が
そ
の
眞
の
作
者
を
知
り
え
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
あ
り
そ
う
な
の
は
、
（
そ
の
眞
偶
は
別
と
し
て
、
）
當
時
、
「
心
王
經
」

が
「
襲
官
忍
禰
師
」
の
作
だ
と
い
う
傳
承
が
一
部
で
行
わ
れ
て
お
り
、
湛
然
は
そ
れ
を
採
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
弘
忍
と
霊
官
と
の
間
に
は
何
ら
の
関
係
も
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
先
の
拙
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
湛
然
の
「
璽
官
忍
輝
師
」
の
作
と
い
う
發
言
に
お
い
て
は
、
「
霊
官
」
よ
り
も
、
「
忍
禰
師
」
と
い
う
言
葉
の
ほ

う
が
、
遙
か
に
信
懸
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
軍
に
「
忍
輝
師
作
」
と
傳
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
湛
然
が
、
過

失
（
あ
る
い
は
故
意
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
偶
々
知
っ
て
い
た
他
の
人
物
と
取
り
違
え
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
『
曹
溪
大
師
傳
』
が
、
當
時
、
弘
忍
と
『
心
王
經
』
と
の
間
に
魍
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
な
記
述

を
し
、
ま
た
、
實
際
に
、
禰
宗
内
で
本
經
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
以
上
、
こ
の
「
忍
禰
師
」
を
禰
宗
第
五
祖

の
弘
忍
に
比
定
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
理
な
議
論
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
比
定
が
強
引
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
六
世
紀
以

前
に
「
璽
官
忍
輝
師
」
が
確
か
に
賞
在
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
そ
の
思
想
が
『
心
王
經
』
の
著
者
と
し
て
甚
だ
相
應
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
も
、
そ
れ
で
も
、
な
お
、
そ
の
考
え
に
固
執
す
る
場
合
の
み
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
『
心
王
經
』
は
、
中
原
に
流
入
す
る
と
、
一
時
、
特
に
稗
宗
に
お
い
て
非
常
に
も
て
蝋
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
八
世
紀
後

半
以
降
に
な
る
と
、
全
く
言
及
さ
れ
な
く
な
り
、
遂
に
は
、
そ
の
存
在
す
ら
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
八
世
紀
後
半
と
い
え
ば
、

神
會
（
六
八
四
’
七
五
八
）
や
馬
祖
（
七
○
九
－
七
八
八
）
、
希
遷
（
七
○
○
’
七
九
○
）
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
穂
」
が

正
に
形
成
さ
れ
た
時
期
に
富
た
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
『
心
王
經
』
の
よ
う
な
、
よ
り
古
い
思
想
基
盤
に
立
つ
偶
經
が
、
こ
う
し
た
新
た
な

思
想
動
向
の
中
で
、
取
り
適
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
の
も
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
、
新
た
な
資
料
の
出
現
に
因
ん
で
、
『
心
王
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
再
考
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
先
に
私
が
提
示
し
た
考
え
方
が

全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
誤
り
は
、
軍
に
『
心
王
經
』
の
成
立
の
み
に
止
ま
ら
な
い
、
極
め
て
重
要

む
す
び
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な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
は
し
な
く
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
が
初
期
騨
宗
史
を
研
究
す
る
場
合
、
無
意
識
の
う
ち
に

囚
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
先
入
観
の
存
在
が
露
呈
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
、
『
心
王
經
』
や
『
法
王
經
』
『
輝
門
經
』
と
い
っ
た
、
鰯
的
傾
向
が
強
い
偽
經
を
見
る
と
、
そ
の
内
容
と
、
そ
れ
が
初
期
の
輝

宗
文
献
の
中
で
し
ば
し
ば
依
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
か
ら
、
す
ぐ
に
「
輝
宗
系
」
の
偽
經
で
あ
る
と
判
断
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
例

え
ば
、
慧
布
が
慧
可
に
も
學
び
、
善
伏
が
道
信
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
「
祗
宗
」
と
「
三
至
塑
不
」
の
間
で
交
流
が
行
わ

れ
た
と
考
え
て
し
ま
う
。
我
々
は
、
や
や
も
す
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
セ
ク
ト
意
識
な
ど
の
後
に
常
識
と

な
っ
た
考
え
方
を
古
い
時
代
に
も
反
映
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
我
々
は
、
い
わ
ゆ
る
「
禰
宗
系
偶
經
」
に
つ
い
て
も
、
禰
宗
と
他
學
派
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
、
今
一
度
、
検
討
し

直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
意
味
で
『
心
王
經
』
が
提
起
す
る
問
題
は
、
想
像
以
上
に
重
い
と
言
え
る
の

で
あ
る
。Ｔ註

、－グ

’－，〆へ〆へ〆へ

５４３２
、￣、－、＝、＝’

次
の
四
つ
の
拙
稿
を
参
照
。

「
『
心
王
纏
』
に
つ
い
て
ｌ
ソ
グ
ド
語
讓
さ
れ
た
繍
宗
系
侭
綴
」
（
「
駒
祷
大
學
顧
研
究
所
年
繍
」
四
一
圏
六
～
七
三
頁
平
成
五
年
）

「
『
心
王
經
』
の
思
想
に
つ
い
て
」
（
「
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
」
二
、
’
’
三
一
頁
、
平
成
五
年
）

「
『
心
王
經
』
の
復
元
１
－
漢
文
断
片
と
ソ
グ
ド
語
謬
に
基
づ
い
て
」
（
「
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
」
二
、
四
八
～
’
○
四
頁
、
平
成
五
年
）

「
『
心
王
經
註
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
四
二
’
一
、
二
八
五
～
八
頁
、
平
成
五
年
）

前
掲
「
「
心
王
經
』
に
つ
い
て
ｌ
ソ
グ
ド
籍
讓
さ
れ
た
輝
家
系
囑
經
」
’
六
二
～
五
頁
．

方
廣
鎧
主
編
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
景
教
文
化
出
版
社
〈
北
京
〉
、
一
九
九
五
年
）
’
’
五
一
～
三
一
八
頁
。

同
上
、
三
二
七
頁
○

前
掲
弓
心
王
經
』
の
思
想
に
つ
い
て
」
一
二
～
四
頁
。
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グー、〆■、／■、

１８１７１６
唱.〆瑁-〆、-〆

（
胆
）
『
大
乘
四
論
玄
義
』
の
逸
文
は
、
伊
藤
隆
藷
「
『
大
乘
四
論
玄
義
』
逸
文
の
整
理
」
（
「
駒
爆
大
學
佛
教
璽
都
議
集
」
五
、
昭
和
四
九
年
）
に
集
め
ら
れ
て

お
り
、
は
な
は
だ
便
利
で
あ
る
。

（
、
）
小
尾
郊
一
・
富
永
一
登
・
衣
川
賢
次
『
文
選
李
善
注
引
番
孜
證
』
（
研
文
幽
腿
一
九
九
○
年
）
上
巻
「
解
題
」
’
○
～
一
頁
。

（
、
）
李
菖
の
撰
し
た
禰
宗
關
係
の
碑
文
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
唐
嵩
嶽
寺
碑
」
（
開
元
二
七
年
〈
七
三
九
〉
、
ヱ
エ
唐
一
色
巻
一
一
六
三
）

「
大
照
闘
師
塔
銘
」
（
天
寳
元
年
〈
七
四
一
一
〉
、
『
全
唐
文
」
巻
二
六
二
）

（
脳
）
績
藏
一
－
七
四
ｌ
｜
・
綴
蔵
本
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
諸
章
で
あ
る
（
た
だ
し
、
「
二
諦
義
」
と
「
佛
性
義
」
は
完
全
で
は
な
い
）
。

「
断
伏
義
」
「
金
剛
心
義
」
「
二
諦
義
」
「
感
應
義
」
「
佛
性
義
」
「
一
一
智
義
」
「
一
一
一
乗
義
」
「
莊
嚴
義
」
「
三
位
義
」

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
隆
溝
「
『
大
乗
四
論
玄
義
』
の
構
成
と
基
本
的
立
場
」
（
「
駒
澤
大
學
佛
教
事
部
論
集
」
二
、
昭
和
四
六
年
）
を
参
照
せ
よ
。

（
ｕ
）
横
超
慧
日
「
新
出
資
料
・
四
論
玄
義
の
初
章
中
假
義
」
（
「
印
度
學
佛
熱
学
研
究
」
七
ｌ
｜
、
昭
和
三
三
年
）
、
同
「
四
論
玄
義
の
初
章
中
假
義
」
（
岩
井
博

士
古
稀
記
念
塗
×
巣
『
典
籍
論
集
』
大
安
、
昭
和
三
八
年
）
。
な
お
、
横
超
氏
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
た
の
は
、
「
初
章
中
假
義
」
と
「
八
不
義
」
の
二
章
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

伊
藤
隆
溝
「
三
論
教
學
に
お
け
る
初
章
中
假
義
（
上
・
中
・
下
）
」
（
「
駒
犀
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
」
三
二
～
一
一
一
四
、
昭
和
四
九
～
五
一
年
）

三
桐
慈
海
「
慧
均
撰
四
論
玄
義
八
不
義
に
つ
い
て
（
一
）
－
大
乘
玄
論
八
不
義
と
の
比
較
對
照
」
（
「
佛
教
學
セ
ミ
ナ
ー
」
’
二
、
一
九
七
○
年
）

た
だ
し
、
「
八
不
義
」
は
、
三
桐
氏
の
『
大
乘
玄
論
』
と
の
對
校
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
文
を
ほ
ぼ
完
全
に
復
元
で
き
る
が
、
「
初
章
中
假
義
」
に
つ

い
て
は
、
伊
藤
氏
の
引
用
は
部
分
に
止
ま
っ
て
お
り
、
な
お
、
全
文
は
明
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
未
公
表
の
部
分
に
『
心
王
經
』
の
引
用
が
あ
る
可

／宍、〆■、／戸、〆■、〆向、〆へ〆へ

１２１１１０９８７６
、－〆、=〆、-〆！、￣、-〆、-〆、.〆能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

績
藏
一
’
七
四
’
一
、
三
ａ
・

前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
二
六
三
頁
・

績
藏
一
’
七
四
’
一
、
三
．
。

『
文
選
』
（
汲
古
曾
院
、
昭
和
四
布

前
掲
『
唐
書
」
五
七
五
四
頁
。

前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
三
二
○
頁
○

玉
蕊
庖
傳
」
『
薗
唐
書
』
（
中
華
轡
局
、
一
九
七
五
年
）
、
第
一
五
冊
、
四
九
四
六
頁
。

「
李
菖
仰
」
『
新
唐
轡
』
（
中
華
瞥
勵
’
九
七
五
年
）
、
第
一
八
冊
、
五
七
五
四
頁
。

『
文
選
』
（
汲
古
癖
焼
、
昭
和
四
九
年
）
、
第
一
巻
、
六
九
～
七
○
頁
○
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（
妬
）
大
正
蔵
七
○
、
三
一
五
中
～
下
。
ま
た
、
前
掲
一
『
大
乗
四
論
玄
義
』
逸
文
の
整
理
」
七
五
頁
く

（
妬
）
前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
三
一
三
～
四
頁
○

（
羽
）
同
上
、
三
○
○
～
一
頁
。

（
蛆
）
こ
の
法
安
は
、
時
代
か
ら
言
っ
て
、
法
朗
の
弟
子
で
、
吉
蔵
や
慧
均
の
同
學
に
あ
た
る
法
安
（
生
麗
牛
不
詳
。
『
緬
高
佃
傳
」
巻
九
〈
大
正
蔵
五
○
、
四

九
三
下
〉
に
傳
紀
が
あ
る
）
と
は
別
人
か
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
慧
均
の
弟
子
筋
に
富
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

「
法
安
」
と
い
う
名
の
僧
と
し
て
、
外
に
『
梼
伽
經
抄
』
二
巻
の
撰
者
の
法
安
が
知
ら
れ
る
が
、
『
綱
高
僧
側
」
の
法
沖
傅
に
掲
げ
ら
れ
る
『
梼
伽

脛
』
の
註
騨
者
の
な
か
に
、
法
朗
の
弟
子
で
、
そ
の
付
嘱
を
承
け
た
大
明
の
名
が
見
え
て
い
る
の
で
（
大
正
蔵
五
○
、
六
六
六
中
）
、
こ
の
『
梼
伽
經
抄
』

の
著
者
が
三
論
系
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
『
傍
伽
經
抄
』
の
日
本
渡
来
は
八
世
紀
初
頭
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
法
朗

の
弟
子
の
法
安
、
『
大
乘
四
論
玄
義
」
を
上
呈
し
た
法
安
の
い
ず
れ
も
、
そ
の
著
者
た
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
宗

諏
の
新
資
料
Ｉ
金
剛
蔵
菩
蔵
撰
と
さ
れ
る
爾
世
音
經
識
』
と
『
金
剛
般
若
經
註
』
に
つ
い
て
」
〈
「
薊
文
化
研
究
所
紀
要
」
’
七
、
一
九
九
一
年
〉
も
参
照
さ
れ
た
い
）
。

（
羽
）
伊
藤
隆
毒
「
慧
均
『
大
乘
四
論
玄
義
』
に
つ
い
て
（
二
）
」
（
「
印
度
學
佛
教
璽
研
究
」
二
○
’
一
一
、
昭
和
四
七
年
）
七
九
○
頁
○

（
釦
）
前
掲
「
新
出
資
料
・
四
論
玄
義
の
初
章
中
假
義
」
’
一
一
一
三
頁
、
同
「
四
論
玄
義
の
初
章
中
假
義
」
一
四
八
頁
、
一
五
四
～
五
頁
、
同
「
『
大
乗
四

論
玄
義
』
の
構
成
と
基
本
的
立
場
」
一
四
三
～
五
頁
、
一
一
一
桐
慈
海
「
慧
均
の
一
一
一
論
學
」
（
平
井
俊
茱
監
修
「
三
論
教
學
の
研
究
一
春
秋
社
、
平
成
二
年
）
一
一
二

（
皿
）
法
朗
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊
榮
『
中
國
般
若
思
想
史
研
究
‐
士
口
藏
と
一
一
一
論
學
派
」
（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
）
一
一
九
一
～
三
頁
を
参
照
。
生
残

年
の
知
ら
れ
る
重
要
な
弟
子
の
う
ち
、
最
も
生
年
が
早
い
の
は
道
荘
の
五
二
五
年
、
残
年
が
最
も
遅
い
の
は
吉
藏
の
六
一
一
三
年
で
あ
る
。

（
犯
）
前
掲
「
慧
均
「
大
乗
四
論
玄
義
』
に
つ
い
て
（
二
）
」
で
は
、
本
文
中
に
、
太
建
六
年
（
五
七
四
）
の
記
事
が
見
え
る
か
ら
、
そ
れ
が
成
立
の
上
限

で
あ
る
と
し
、
種
々
の
鮎
を
考
慮
し
て
、
吉
蔵
の
入
滅
し
た
武
徳
六
年
（
六
一
一
一
一
一
）
前
後
の
成
立
と
推
定
し
て
い
る
。

（
羽
）
前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
三
○
七
頁
。

三
～
五
頁
。

同
上
、
四
九
ｃ
・

前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
」

績
藏
一
－
七
四
’
一
、
三

前
掲
「
藏
外
佛
教
文
献
』

績
藏
一
－
七
四
ｌ
「
｜

前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』

大
正
蔵
七
○
、
三
一
五
中

前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』

同
上
、
三
○
○
～
一
頁
。

こ
の
法
安
は
、
時
代
か
ら 』
第
一
輯
、
二
八
二
頁
。

一
六
．
。

』
第
一
輯
、
三
○
○
～
一
頁
。

中
～
下
。
ま
た
、
前
掲
『
大
乘
四
論
玄
義
』
逸
文
の
整
理
」
七
五
頁
。

』
第
一
輯
、
三
一
三
～
四
頁
○

第
一
輯
、

Ａ
ｕ
。

八
三
～
四
頁
。
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同
上
、
二
六
三
～
四
頁
。

「
守
一
不
移
」
「
守
心
」
「
観
心
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
論
及
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
も
の
で
は
、
田
中
良
昭
「
初
期
禰
宗
に
お
け
る

守
心
。
観
心
の
系
譜
」
（
壬
生
台
舜
博
士
頌
鱒
記
念
『
佛
教
の
歴
史
と
思
想
』
大
蔵
世
興
一
九
八
五
年
）
に
要
領
よ
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

「
佛
心
戒
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
北
宗
輝
の
新
資
料
－
金
剛
蔵
菩
薩
撰
と
さ
れ
る
『
観
世
音
經
讃
』
と
『
金
剛
般
若
經
註
」
に
つ
い
て
」
’
九

一
一
頁
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
こ
れ
に
關
し
て
は
、
最
近
、
印
度
學
佛
教
學
會
に
お
い
て
、
石
井
公
成
氏
が
「
無
相
戒
の
源
流
」
と
題
し
て
興
味
深
い

發
表
を
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
近
く
、
「
駒
澤
大
學
闘
研
究
所
年
報
」
誌
上
に
發
表
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

「
頓
悟
」
が
、
い
わ
ゆ
る
北
宗
諏
に
お
い
て
も
常
識
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
頓
悟
興
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
決
』
と
荷

澤
神
會
」
（
一
一
一
崎
良
周
編
『
日
本
・
中
國
佛
教
思
想
と
そ
の
展
開
』
山
喜
房
佛
脅
擁
一
九
九
二
年
）
’
’
’
○
八
～
’
一
一
頁
な
ど
を
参
照
。

佛
教
用
語
の
心
理
的
・
附
曾
的
解
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
大
乗
五
方
便
』
の
諸
本
に
つ
い
て
－
文
献
の
鍵
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
」
（
「
南

都
佛
教
」
六
五
、
一
九
九
一
年
）
、
同
「
北
宗
禰
の
新
資
料
－
金
剛
蔵
菩
薩
撰
と
さ
れ
る
『
観
世
音
經
讃
』
と
『
金
剛
般
若
經
註
』
に
つ
い
て
」
、
同
弓
心

同
上
、
二
八
六
頁
。

同
上
、
二
九
八
～
九
頁
。

魎魎魎嘘Ｅ覗魎
、、、、、、、、、、、、、

￣＝＝￣＝一一一一￣＝＝一

八一○九○九八九六五一○八
三三一○○○三八九七三○八

真夏鯛真鯛真上夏＆ＬＡ

二
八
八
～
九
頁
○

三
○
○
～
一
頁
。

三
一
三
～
四
頁
。

七
○
頁
。

1０４



（
Ⅲ
）
前
掲
「
中
國
般
若
思
想
史
研
究
‐
士
口
藏
と
一
一
一
論
學
派
」
二
七
一
一
一
～
八
三
頁
、
三
二
一
一
一
～
一
一
一
四
頁
な
ど
ご

（
皿
）
同
上
、
三
三
七
～
八
頁
。

（
昭
）
先
に
示
し
た
「
蓄
唐
書
』
、
「
唐
書
』
の
文
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
江
都
」
は
、
今
の
江
蘇
省
江
都
縣
で
あ
る
。

（
別
）
前
掲
『
藏
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
二
五
九
頁
。

（
弱
）
同
上
、
二
六
二
頁
○

（
別
）
同
上
、
三
○
四
頁
。

（
研
）
同
上
、
三
一
一
頁
。

（
記
）
同
上
、
三
○
三
頁
。

（
弱
）
鎌
田
茂
雄
『
中
國
佛
教
思
想
史
研
究
」
（
春
秋
社
、
昭
扣
四
三
年
）
四
二
頁
、
同
「
三
》
墾
不
・
牛
頭
宗
・
道
教
を
結
ぶ
思
想
的
系
譜
－
草
木
成
佛
を
手

が
か
り
と
し
て
」
（
「
駒
澤
大
堅
佛
教
學
部
研
究
紀
要
」
二
六
、
昭
和
四
三
年
）
八
七
頁
。

（
帥
）
前
掲
『
中
園
般
若
思
想
史
研
究
‐
士
ロ
蔵
と
三
論
學
派
」
六
二
九
～
三
四
頁
。

（
Ⅲ
）
伊
藤
隆
露
「
四
論
玄
義
佛
性
義
の
考
察
」
（
「
駒
露
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
」
一
一
一
一
、
昭
和
四
八
年
）
一
一
一
三
二
頁
。

（
陀
）
な
お
、
神
秀
系
の
思
想
を
僻
え
る
も
の
と
し
て
、
「
大
乗
五
方
便
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
文
献
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
五
方
便
の
第
四
が
「
明
諸

法
正
性
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
正
性
」
と
い
う
概
念
は
、
直
接
に
は
『
思
益
経
』
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
が
、
後
に
論
ず
る
よ
う
に
、
輝
と
三
論
に
共
通
す
る
思
想
的
基
盤
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
概
念
目
髄
、
既
に
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
後
に
基
礎
づ
け
ん
と
し
た
際
に
、
様
々
な
説
明
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
四
論
玄
義
佛

性
義
の
考
察
」
三
一
一
一
一
一
一
～
四
頁
も
参
照
。

（
田
）
前
掲
『
蔵
外
佛
教
文
献
」
第
一
輯
、
二
七
九
頁
○

’■、／■、〆■、'■、

６６６５６４６３
－プ、－ノ、＝グ、-〆 王

經
註
」
の
成
立

『
法
華
經
』
の

菩
薩
撰
と
さ
れ
る

頁
な
ど
を
参
照
。

前
掲
「
中
國
般
若
思
想
史
研
究
‐
士
口
藏
と
一
一
一
論
學
派
」
二
七
一
一
一
～
八
三
頁
、
三
一
一
一
一
一
～
’
一
一
四
頁
な
ど
。

同
上
、
三
一
一
頁
○

同
上
、
二
八
一
頁
・

同
上
、
三
一
五
頁
。

の
成
立
に
つ
い
て
」
な
ど
を
参
照
。

筐
の
「
開
方
便
門
○
示
眞
寳
相
」
、
「
維
摩
經
』
の
「
有
慧
方
便
解
」
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
北
宗
嗣
の
新
資
料
Ｉ
金
剛
蔵

さ
れ
る
『
観
世
音
經
讃
』
と
『
金
剛
般
若
經
註
」
に
つ
い
て
」
一
九
○
～
一
頁
、
同
弓
心
王
經
註
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
二
八
七
～
八
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（
閉
）
こ
れ
は
、
十
分
な
検
討
を
要
す
る
事
項
で
あ
る
が
、
初
期
禰
宗
文
献
に
は
、
他
の
學
派
が
自
ら
の
存
立
の
基
盤
と
し
た
よ
う
な
教
判
が
存
在
せ

ず
、
ま
た
、
例
え
ば
、
天
台
な
ど
で
重
視
さ
れ
る
一
一
一
身
と
四
士
の
配
富
、
菩
薩
の
五
十
二
位
と
の
關
係
な
ど
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
な
思
考
が
全
く
窺
わ

れ
な
い
な
ど
の
鮎
は
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
門
）
前
掲
の
拙
稿
弓
心
王
經
註
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
な
お
、
今
回
、
方
氏
に
よ
っ
て
新
た
に
公
表
さ
れ
た
『
心
王
經
』
の
テ
キ
ス
ト
に

も
、
多
く
、
こ
の
註
稗
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ
と
金
剛
蔵
菩
薩
註
の
關
聯
は
、
い
よ
い
よ
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。

（
別
）
前
掲
『
蔵
外
佛
教
文
献
』
第
一
輯
、
三
二
六
～
七
頁
。

（
的
）
大
正
蔵
五
○
、
六
六
六
中
。

（
刊
）
但
し
、
慧
可
に
つ
い
て
は
、
傅
統
説
の
ご
と
く
、
東
山
法
門
と
直
結
す
る
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
、
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
は
除
い
て
考
え
た
ほ
う
が
無
難
か
も
知
れ
な
い
。

（
Ⅶ
）
關
口
興
大
『
達
塵
大
師
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
昭
和
四
四
年
再
版
）
三
一
七
～
四
四
頁
。

（
羽
）
伊
藤
隆
露
「
三
論
學
派
に
お
け
る
師
資
相
承
と
顧
宗
」
（
「
宗
學
研
究
」
’
四
、
昭
和
四
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
羽
）
末
光
愛
正
「
牛
頭
宗
に
及
ぼ
せ
る
三
》
型
不
の
影
響
（
一
・
二
）
」
（
「
宗
學
研
究
」
二
一
一
一
～
一
一
四
、
昭
和
五
六
～
五
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
Ⅷ
）
一
剛
掲
『
達
摩
大
師
の
研
癒
廷
二
四
六
～
九
四
頁
、
三
四
五
～
六
三
頁
、
同
「
翻
宗
と
天
台
宗
と
の
交
渉
」
（
「
大
正
大
學
研
究
紀
要
（
文
學
部
・
佛
教
學

部
と
四
四
一
九
五
九
年
）
四
七
～
九
頁
。

（
巧
）
湯
用
形
『
漢
魏
両
替
南
北
朝
佛
教
中
色
（
商
務
印
香
館
、
中
華
民
國
二
七
年
）
下
研
、
七
九
六
～
七
頁
、
前
掲
「
輝
宗
と
天
台
宗
と
の
交
渉
」
四
七
頁
、

一
皿
掲
『
中
國
般
若
思
想
史
研
究
Ｉ
士
ロ
蔵
と
三
論
學
派
』
一
一
八
○
～
一
頁
。

（
祀
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
ず
る
っ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
の
論
及
は
避
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
両
）
天
台
宗
や
禰
宗
に
お
い
て
「
観
心
」
が
共
通
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
禰
宗
と
天
台
宗
と
の
交
渉
」
五
四
頁
を
、
ま

た
、
三
》
塑
不
、
殊
に
吉
藏
に
お
い
て
、
そ
れ
が
占
め
た
重
要
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
一
則
掲
『
中
國
佛
教
思
想
史
研
究
』
四
六
頁
、
同
「
三
拳
塑
不
・
牛

頭
宗
。
道
教
を
結
ぶ
思
想
的
系
譜
’
－
１
草
木
成
佛
を
手
が
か
り
と
し
て
」
八
二
～
三
頁
、
同
「
中
國
般
若
思
想
史
研
究
－
１
士
口
藏
と
一
一
一
論
學
派
』
六

（
研
）
前
掲
『
中
國
般
若
思
想
史
研
究
ｌ
士
ロ
蔵
と
一
一
一
論
學
派
』
一
一
一
○
九
～
二
一
頁
、
五
一
一
四
～
九
頁
、
六
三
四
～
七
頁
。

（
冊
）
前
掲
『
中
國
般
若
思
想
史
研
究
Ｉ
吉
藏
と
三
論
學
派
』
三
一
一
九
～
一
一
一
○
頁
、
鈴
木
哲
雄
「
初
期
諏
宗
と
一
一
一
論
」
（
一
剛
掴
「
三
論
教
學
の
研
究
』
所
収
）

三
七
頁
な
ど
を
参
照
。

四
二
五
～
三
三
頁
。
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